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専修大学経営研究所は今から５０年前の１９６１年度に設置された。その一年後の専修大学経営学部創設
を睨んだものであり，経営学部の母体となった。当時としては，「文系でコンピュータを」教えるとい
う学部理念は新しくもあり，挑戦的な試みでもあった。
私が入職した１９７４年頃には「文系と理系とを融合させる」という気概がまだ残っていた時代であり，
研究室受付でのお茶をすすりながらの談論風発はやがて麓に降りての酒飲み談義へと発展していったも
のである。学部教授会のメンバーの半分が理系出身という空気は，ラディカルな意見に対しても寛容で，
若手の教員にとって大変居心地がよかった（分野が違いすぎてどの人がどれだけ権威のある人なのかわ
からないまま大胆に接していただけなのであるが）。温泉での泊まりがけの忘年会も経営研究所主催で
あった。理系の偉い先生方を前にしての発表には，話が通じるのかという若干の心配もあったが，同時
に晴がましくもあった。
研究所の刊行物としては，当初は「経営研究所報」しかなかった。初代所長相馬勝夫先生が学長の時
期，「経営学論集」には個人の研究論文，「所報」にはグループ研究の成果発表をという指針は出された
が，必ずしもそうはならなかった。「論集」の発行回数が少なすぎて個人の論文発表の機会として利用
せざるを得なかったからである。
やがて１９７２年度に経営学部に情報管理学科が増設され，グループ研究も活発になり，その成果発表
の場を新たに設けようということで１９７６年度から「経営研究年報」が創刊された。経営研究所の刊行
物は２種類となり，その体制が昨年度まで続いてきた（正確には２００８年度からワーキングペーパーが
不定期で発行されている）。しかし，情報管理学科が２００１年度に新しく「ネットワーク情報学部」とし
て分離・独立して行くと共に，学部の性格も変わり，経営学部と経営研究所にも転機が訪れる。
ネットワーク情報学部創設は，大型コンピュータの時代からダウンサイジングが急速度に進み，しか
もそれがネットでつながる時代になったことへの適合の結果であるが，同時にコンピュータ操作そのも
のの敷居が低くなり，むしろその活用を考える方に重点が移っていったことの反映でもある。文系でコ
ンピュータを教える学部は珍しくなくなった時代の中でのひとつの脱皮の姿といえよう。
一方，経営学部は長年「文系でコンピュータを教える」という点に大きな特色を持たせてきた。しか
し「文系と理系の融合」という目標は強引に過ぎ，必ずしも成功したわけではない。掛け声としては威
勢が良かったのであるが，教育・研究上のシナジーが有効に生み出されたわけではなかった。結果とし
て「文系」と「理系」は分離した。学部の特性をどこにもたせるか，現在も模索は続いているというし
かないが，ひとつの方向性は既に打ち出されている。
学部創立３０周年を機に１９９２年に設置された教育課程検討委員会で，学部の教育目標をそれまでの専
門職業人の育成に替えて，次のように設定した。「経営にかかわる基礎的な知識や技術を習得し，豊か
な発想力を持ち，総合的な判断力を発揮する学生を育成する」。育成の目標を専門家から「総合力のあ
る人材」の育成に移すべきことが提案された。また現行のテーマ制カリキュラムが出来上がるプロセス
の中で強く唱われたのが，「理論と実践の融合」，「専門系列を超えて」というキーワードであった。
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これらのアイディアは方向性として重なり合っている。こういった教育目標を中身のあるものとして
実現していくには，じつは教員たち自身の研究活動が理論と実践を融合し，専門の枠を超えるほどの気
概に満ちたものになっていかなければならない。大型のグループ研究助成が経営研究所で最近導入され
た所以である。研究活動の推進とその成果発表とは研究所の基本的な機能であるが，それは同時に学部
教育の内実を支えてもいるのである。研究上に発揮されたチームワークが教育上のチームワークをまた
支えてくれる。
幸い，現在，中堅の教員がたくましく育ってきていると同時に，進取の意欲に富む若手の専任教員が
揃ってきており，経営研究所の今後の研究活動の担い手として大いに期待される。古き皮袋に新しき酒
を盛る愚は避けなければならない。個人の研究もグループの研究も区別なく，「理論と実践を融合し」
新たな「総合的な視野」を拓く意欲的な論文を社会に紹介する舞台として経営研究所の刊行物を再編成
する時期が来たようである。
今年度から年報と所報を一つにして，装いも新たに SMJ（Senshu Management Journal）として創刊
することになった。内容は論文を中心として研究ノート，資料，書評も取り上げることにする。今後と
も所員一同このジャーナルの評価を高めるべく研究活動に努力していく所存である。内外の皆さまのご
鞭撻をお願いする次第である。
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